
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度　　　　　　　総 括 評 価 表  　　　　　　　　 徳島県立富岡東中学校

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価 次年度への課題と 

 

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評　　　　　　　　　　価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔１〕   評価指標 評価指標による達成度 総合評価  ＜課題＞ 

特 色 あ る 学 ＊ 体 験 活 動 と 国 際 理 ①適切な体験活動（自然体験、文 ①<保護者ｱﾝｹｰﾄ>「学校は適切な体験活 A  ○学校評価アンケートにつ  ○「心・力・夢を育てる

校 づ く り の 　解教育の推進 　化体験等）を行うとともに、生 　　動ができている」  　いて 、いろいろ な数値が 　 中 高一 貫 教育 」 を実 現

推進と、「開  　徒が学校行事や体験活動に積極   　95.7%（R5：88.7%、R4：80.0%、）  　あが っており、 よい方向 　 す るた め 中高 で の連 携

か れ た 学 校  　的に取り組むように指導する。 　<生徒ｱﾝｹｰﾄ>「学校行事や体験活動に B 　で進 んでいると いう印象 　 を さら に 密に し 、特 色

づ く り 」 の  　また、生徒の国際理解を進める 　　積極的に取り組んでいる」  　を受 けた。今後 も中高で 　 を 出し て いく 必 要が あ

推進   　教育活動を行う。　 　　89.2%（R5：89.8%、R4：90.7%）  　の活 動を積極的 に行って 　る。 

＊ ホ ー ム ペ ー ジ や 学  　<保護者ｱﾝｹｰﾄ>「学校は生徒の国際理 A 　ほし い。そのこ とが、学  

　 年 だ よ り の 充 実 に  　　解を進める教育活動ができている」  　校の 特色化・魅 力化につ ○ 「 地域 に 開か れ た学 校

　 よ る 積 極 的 な 情 報  　　82.7%（R5：66.1%、R4：62.2%）  （所見） 　ながると思う。 　 づ くり 」 をさ ら に推 進

　発信 ②ホームページアクセス数年間　 ②ホームページへのアクセス数は年間 A ・保護者アンケートでは、　「学  　 し 、地 域 ・保 護 者と の

 　12 万件以上。 　12 万件以上の見込み。  　校は学校行事や授業参観等、 ○知的 好奇心が旺 盛な生徒 　 連 携を よ り一 層 深め て

   　保護者が参加できる機会を適 　も多 い。学校紹 介のホー 　いく必要がある。 

③学年だよりを各学年で年間 11 ③各学年で学年だよりを年間 11 回以上 A 　切に設けている」が 95 ％（昨 　ムペ ージを生徒 に作成さ  

　回以上発行。 　発行予定。 　年度 88%）、「学校は保護者と 　せて みるなど、 いろいろ  

　協力して教育活動を行ってい 　な取 組を生徒に チャレン ＜方策＞ 

　る」が 81.3%（昨年度 76%） 　ジさ せてみたら いいので ○ 生 徒に 学 校紹 介 動画 を

　と増加した。今後も学校行事 　はないか。 　 作 成さ せ るな ど 、生 徒

　等に保護者が参加できる機会 　 の 力も 活 用し な がら 、

　を設け、学校・保護者が一体 　特色を出していく。 

　感を持って、生徒のよりよい  

活動計画 活動計画による実施状況 　成長に向けて協力していく雰 ○ 学 校関 係 者の 意 見、 保

・体験活動で地域と連携し幅広い ・１年生の自然体験学習、２年生の修学旅 　囲気を醸成していく。 　 護 者・ 生 徒ア ン ケー ト

　社会的視野と国際性を育てる。 　行、その他文化体験活動などを実施する ・「学校は学校生活の様子を学 　 結 果を 尊 重し 、 様々 な

・ホームページや学年だよりで学 　ことができた。８月に３年生が業者を介 　年だより等で適切に伝えてい 　教育活動の改善を図る。 

　校行事や部活動の状況等の取組 　してオーストラリア・シドニーでホーム 　る」94.2%（昨年度 90%）「学  

　を積極的に発信する。 　ステイ及び語学研修を実施した。姉妹校 　校は保護者に学校行事の様子 〇 様 々な 行 事に で きる だ

・学校行事や授業参観等、保護者 　アルフレッド・ディーキンハイスクール 　をホームページ等で適切に伝 　 け 多く の 保護 者 や地 域

　が参加できる機会を適切に設け 　との交流はオンラインで行った。 　えている」91.4%（昨年度 84 　 住 民に 来 てい た だけ る

　る。 ・ホームページで生徒の活動を常時発信し 　 %）についても増加した。今 　 よ う、 積 極的 に 広報 し

 　た。 　後も積極的に発信していく。 　ていく。

 ・参観授業をはじめ、富東祭、オープンス ・生徒アンケートで昨年度初め

 　クール、人権コンサート、３年生のリサ 　て実施した項目「富岡東中学

 　ーチ＆リポートなど、保護者が参観でき 　校に入学してよかった」は、

 　る機会を設けることができた。 　昨年度と同じ約 93%の生徒が

 　肯定的意見であった。今後も

 　生徒が充実した学校生活を送

 　ることができるよう支援して

 　いく。 
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〔２〕   評価指標 評価指標による達成度 総合評価  ＜課題＞ 

学 力 向 上 へ ＊ 指 導 内 容 と 指 導 方 ①相互授業参観を年間１回以上実 ①年に２回以上の期間をそれぞれ設け A 〇家庭 学習を２時 間すると ○ 学 習へ の 目的 意 識を 持

の 取 組 の 強 　法の工夫改善 　施する。 　て実施した。  　いう目標はよいと思うが、　たせる必要がある。 

化 と 、 中 高  ②授業に積極的に取り組む生徒 ②<生徒ｱﾝｹｰﾄ>88 ％ C 　２時 間という数 値に生徒  

一 貫 教 育 の  　９０％以上。            （前年度比 3.4 ㌽down）  　が縛 られている のではな ○ ど のよ う な方 法 ・内 容

円滑な実施 ＊ 生 徒 が 意 欲 的 に 取 ③平均学習時間１日２時間以上の ③<生徒ｱﾝｹｰﾄ>41.3 ％ C 　いか 。どのよう な内容で 　 で の家 庭 学習 が 必要 な

　 り 組 む 授 業 の 創 造 　生徒７０％以上。            （前年度比 3.5 ㌽up）  　の２ 時間が求め られてい 　 の か、 生 徒に 理 解さ せ

　 と 、 生 徒 の 確 か な ④中高の教員が一体となって中高 ④中高一貫教育推進検討会を開催し、 A 　るの か、質問内 の仕方に 　る必要がある。 

　学力の育成 　一貫の教育課程について検討す 　生徒の現状について情報を共有する   (所見） 　つい て工夫が必 要ではな  

 　る。 　とともに、中高一貫教育の特色を生  ・授業への積極的な取組の項目 　いか。 ○中高一貫校ならではの、

 ⑤目標を立て、計画的に学習に取 　かした教育活動について検討した。  　については、昨年度より 3.4  　 特 色あ る 教育 活 動に つ

＊ 中 高 教 員 が 連 携 し 　り組む生徒８０％以上。 ⑤<生徒ｱﾝｹｰﾄ>60.5 ％ C 　㌽ダウン、平均学習時間１日 〇中学 校段階から 、授業で 　 い てさ ら に検 討 して い

　た計画的継続的な            （前年度比 0.8 ㌽up） 　２時間以上の項目については 　わか らないとこ ろを質問 　く必要がある。 

活動計画 活動計画による実施状況 　昨年度より微増した。宿題を 　でき る生徒を育 成するこ  

・研究授業・公開授業・外部講師 ・研究授業や公開授業を複数回行い、研究 　きちんとしていると回答した 　とが 重要。これ までと違  

　招聘による教員研修等を実施　 　討議を行うなど充実した研修会が実施で 　生徒は昨年度と同じ 92.2 ％ 　う新 たな視点で 、中高の ＜方策＞ 

　し、指導力の向上を図る。 　きた。 　であった。また、昨年度初め 　連携 を進めてい くとよい ○ キ ャリ ア パス ポ ート を

・ＲＲＣの実施や具体的な学習目  　て実施した「目標をたて、計 　のではないか。 　 活 用し 、 現時 点 での 人

　標の設定により、学習意欲の向 ・「富東タイム」では漢字学習、英語リス 　画的に学習に取り組んでい　 　 生 設計 に つい て 考え る

　上を図り、分からないところを   ニング学習などを実施し、漢字検定や英 　る」に肯定的な回答をした生 　 こ とで 、 学習 の 目的 意

　質問する態度を育てる。   語検定に多数合格するなど着実な成果が 　徒は 60.5%（昨年度 59.7%） 　 識 を持 た せる よ うに す

・生活実態調査や学習状況実態調   あった。 　であった。学習の目的意識を 　 る 。ま た 、そ の 学習 意

　査を効果的に実施する。 ・ＲＲＣについては、年に４回実施した。 　持たせ、学習意欲の向上と家 　 欲 を家 庭 学習 の 向上 に

・教科学習を中心とした中高６年 　不合格者には再テストを行うなどの支援 　庭学習時間の増加につなげた 　つなげる。 

　間のカリキュラム等について、 　を行った。 　い。  

　中高合同の検討委員会等を開催 ・生活実態調査や学習状況実態調査を効果 ・「富東タイム」の継続的な実 〇 勉 強の 方 法に つ いて 、

　して検討する。 　的な時期を考慮して実施し、意欲の向上 　施により、読解力や文章表現 　 調 べた り 、考 え たり す

・中高合同の学力向上検討委員会 　に努めた。 　力、英語のリスニング力やリ 　る機会をつくる、 

　等において、生徒の学力向上を ・企画マルチメディア課を中心に、中高一 　ーディング力を育むことがで  

　図る授業の展開を検討する。 　貫教育推進検討会を開催するなど中高合 　きている。 ○ 中 高の 交 流に つ いて 、

　同で教育課程や学力向上に関する取り組 ・学力向上のためのＩＣＴ等の 　 生 徒間 だ けで な く、 生

　みを検討する体制が充実した。 　活用や学校力向上に向けて、 　 徒 と教 職 員の 交 流も 活

・検討委員会を複数回実施するなど、ICT 　中高が連携を図り取り組ん　 　 性 化で き る取 組 を実 施

　活用を含めた生徒の学力向上を図る授業 　だ。 　する。 

　の展開を検討する体制が向上した。  

 

Ｂ
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〔３〕   評価指標 評価指標による達成度 総合評価  ＜課題＞ 

特 別 活 動 の ＊ あ い さ つ 、 マ ナ ー ①あいさつがきちんとできる生徒 ①<生徒ｱﾝｹｰﾄ>あいさつをきちんとして A 〇中学 校段階から 、人権に ○ 学 校活 性 化に 向 けて 、

充実と｢さわ 　 等 の 基 本 的 生 活 習 　９０％以上 　いる生徒 91 ％  　関す る取組が充 実してい 　 生 徒が 主 体的 に 学校 行

や か で 活 力 　慣の定着 ②遅刻ゼロの生徒９５％以上。 　(前年度比 4.3 ㌽up)  　る。 今後は、学 校が与え 　 事 等に 参 加す る 雰囲 気

あ ふ れ る 富  ③学校行事や体験活動に積極的に ②<生徒ｱﾝｹｰﾄ>遅刻ゼロの生徒 94.6 ％ B 　るだ けではなく 、生徒た 　 を 醸成 し てい く 必要 が

東｣の精神の ＊ 学 校 行 事 の 活 性 化 　取り組む生徒９０％以上。 　(前年度比 1.7 ㌽down)  　ちが 主体的に考 えたり実 　ある。　 

高揚  　 と 生 徒 会 活 動 の 充 ④生徒会を中心とした委員会活動 ③<生徒ｱﾝｹｰﾄ>学校行事に積極的に取り B 　践で きる場を設 けること  

 　実。 を年間５回以上、生徒会による学 　組む生徒 89.2 ％  　が大切だと考える。 ○ 中 高一 貫 校と し て、 中

　 　 　 　 　  校活性化イベントを年２回以上実 　(前年度比 0.5 ㌽down)  　 学 校入 学 から ６ 年間 を

　 　 　 　 　 ＊ 安 全 教 育 や 防 災 教 施。 ④委員会活動を年間５回以上実施する  　 見 通し た 継続 的 、か つ

　 　 　 　 　 　 育 の 徹 底 と 事 故 防 ⑤人権意見発表会や人権教育講演 　とともに生徒会が企画･運営するイベ B (所見） 　 発 達段 階 に応 じ た教 育

　 　 　 　 　 　 止 へ の 取 り 組 み の 　会等の実施。 　ントの実施や生徒会新聞を発行する   ・ 生 徒 ア ン ケ ー ト で 、「 あ い 　 計 画を 立 て、 様 々な 人

　 　 　 　 　 　強化 ⑥教職員人権問題研修会を実施。 　など、学校行事の活性化を図った。  　さつをきちんとしている」の 　 権 課題 を 自分 の こと と

　 　 　 　 　  ⑦日々の清掃活動に積極的に取り ⑤全校での人権意見発表会、講演会、 A 　項目に肯定的な回答をした生 　 感 じて 考 え行 動 する こ

　　 ＊ 生 徒 一 人 ひ と り の 　組む生徒９０％以上。 　人権映画鑑賞会や、各学年での出前  　徒の割合が、昨年度と比較し 　 と ので き る生 徒 を育 成

　人権感覚の向上 ⑧防災に関する全校的な取組を年 　授業等を計画的に実施した。  　  　て増加している。 　する必要がある。 

 　３回以上実施。 ⑥中高合同による人権問題研修会を実 A ・「毎日、遅刻せずに登校して  

＊ 環 境 美 化 へ の 努 力 　施した。阿南　中学校区人権教育研  　いる」の項目に肯定的な回答  

　 と 、 環 境 問 題 解 決 　究大会で公開授業を実施、教職員対  　をした生徒の割合が、昨年度 ＜方策＞ 

　の実践力の育成 　象の人権講演会を行った。  　と比較して、減少している。 ○ 生 徒会 活 動等 を とお し

⑦<生徒ｱﾝｹｰﾄ>清掃に積極的に取り組む A ・「学校生活は楽しく充実して 　 て 、リ ー ダー の 育成 を

　生徒 90.4 ％(今年度よりアンケート  　いる」の項目に積極的な回答 　図る。 

　を実施)  　をした生徒の割合は 94.0%で  

⑧中・高合同の避難訓練を４回実施。 A 　昨年度と同じ割合であった。 ○ 各 学年 の 生徒 の 実態 に

活動計画 活動計画による実施状況 ・人権意見作文発表会では、自 　 応 じた 学 習す べ き個 別

・生徒会によるあいさつ運動の実 ・週に１回の挨拶運動を継続して実施し　 　分や身近な人権について深く 　 の 人権 課 題に つ いて 、

　施。 　た。また、生活安全委員会も５月と１１ 　考え、堂々と話すことことが 　 講 演会 や 体験 活 動な ど

・定期的に生活実態調査を実施す 　月に毎週１回の挨拶運動を実施した。 　できた。また、学校で学んだ 　 を 取り 入 れ、 主 体的 ・

　る。 ・年度当初の計画に沿って行事を実施する 　人権問題について、家庭で話 　 体 験的 な 学習 活 動を で

・学校行事や体験活動を計画的に 　ことができた。 　す生徒が多い。これらのこと 　きるよう工夫していく。

　実施。 ・人権講演会に加え、人権意見発表会にも 　から、生徒の人権意識の高さ 　 ま た、 講 演会 等 には 保

・人権や環境問題について、生徒 　保護者の参加を呼びかけ、親子で人権に 　を感じることができた。 　 護 者の 参 加も 呼 びか け

　と保護者が共に学ぶ機会を設け 　ついて考える機会となった。 ・人権意見作文発表会や人権講 　 る など 、 家庭 と の連 携

　る。 ・富東人権新聞を年６回発行し、中学生の 　演会では、熱心に耳を傾ける 　をはかる。 

・学年だよりやホームページ等を 　人権作文等を掲載した。また、人権講演 　姿が見られ、感想文からも自

　通じて、学校での人権教育や環 　会や人権意見発表会の感想を、学年だよ 　分の考えを広げたり深めたり

　境教育の学習内容を、保護者に 　りに掲載した。 　していることがうたがえた。

　向けて発信する。 ・参観日には、全学級で人権学習を実施し              

・日々の清掃活動に、生徒と教員 　た。 

　がともに、意欲的・主体的に取 ・生徒と教員が共に校内美化に向けて清掃

　り組む。 　活動に取り組んだ。 

・防災に関する全校的な取組を企 ・地震・津波、河川氾濫など、多様な災害 

　画する。 　を想定した避難訓練を、高校と連携を取 

　りながら企画した。

Ｂ  


